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（2）資源の循環

近年、気候変動や天然資源（化石燃料やりん等）の枯渇などのさまざまな環境問題を解決するために、リニアエコノミー※１からサーキュラーエコノミー※２への移行を推

進することにより、従来の3Rの取組に加え、限りある資源の効率的な利用等で廃棄物の発生抑止を目指す、資源循環の取組が進んでいます。

上下水道事業では、熱、汚泥、水など、多くの利用可能な資源・エネルギーを有していることから、水の流れる力や下水汚泥の焼却熱を活用し発電する創エネルギー、浄

水発生土や下水汚泥焼却灰の有効活用、下水処理水を近隣事業者へ供給する取組などを進めてきました。

なかでも資源の宝庫である下水道では、より一層の資源循環の促進のため、下水汚泥や処理水に含まれる窒素・りんを肥料などとして活用する取組をはじめ、汚泥か

ら得られるバイオガスの有効活用、バイオガスや処理水から水素を取り出す取組など、これまで有効活用が技術的・経済的に困難であった資源についても資源循環が求

められているため、本市の特徴を踏まえた活用方策を検討する必要があります。
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出典：新下水道ビジョン（国土交通省）のデータを加工
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※１　大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済・社会様式につながる一方通行型の経済のこと

※２　資源を効率的に循環させ、持続可能な社会をつくるとともに経済的な成長もめざす新たな経済のこと。。　　


